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第 1 章 序論 
第 1 節 研究の背景        
（1）ホテル産業におけるチェーン化とマネジメント契約        
（2）グローバル・オペレーターの台頭         
（3）ホテル所有の変質                  
（4）マネジメント契約とガバナンス問題                
第 2 節 研究の目的と方法          
（1）研究対象と用語の使用法                 
（2）研究の目的と方法                  
第 3 節 論文の構成           
 
第 2 章 先行研究の整理           
第 1 節 ビッグ・ビジネスとマネジメントの課題               
（1）株式会社における所有と経営の分離とエージェンシー問題            
（2）本論文の基本的視座：新制度派経済学の理論的前提              
（3）不完備契約と所有権                  
第 2 節 バーリ・ミーンズによる問題提起                
（1）経営者支配の成立                  
（2）財産の伝統的論理をめぐる論争         
（3）コーポレート・ガバナンスと米国における株主主義                  
第 3 節 ホテル産業に関する諸研究と本論文の研究課題       
（1）ホテル産業のグローバル展開と運営形態に関する研究                
（2）所有者と運営者のエージェンシー関係をめぐる議論              
 
第 3 章 マネジメント契約の歴史的分析         
第 1 節 マネジメント契約の史的展開         
（1）マネジメント契約の基本的内容         
（2）マネジメント契約普及の契機                 
（3）訴訟の紛糾と 4 つの画期的判決         
（4）揺れる判断と Marriott v. Eden Roc のケース               
（5）書き換えられた契約と残された課題                
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第 2 節 ホテル所有者の変容          
（1）多様化する所有者とホテル所有の特徴                
（2）新しい所有者―プライベート・エクイティとホテル不動産投資信託    
（3）ホテル所有とアセット・マネジメント       
第 3 節 ホテルにおける権限の所在      
（1）所有者と運営者の力関係           
（2）強い運営者を抑止する力：アセット・マネジメント       
（3）所有・経営・運営モデルの再構築      
（4）所有者主権をめぐる是非       
 
第 4 章 ホテル産業における所有と運営の分離     
第 1 節 運営分化をもたらしたマネジメント契約        
（1）現場監督としての運営者          
（2）ホテル・マネジメント契約の特異性：他産業との比較       
（3）業務委託の一形態としてのマネジメント契約        
第 2 節 内部請負制度とマネジメント契約         
（1）米国に出現した工場内部請負制度         
（2）過渡的制度として導入された内部請負制度        
（3）新しい請負制度としてのマネジメント契約        
 
第 5 章 所有と運営の分化による経営変化         
第 1 節 マネジメント契約がもたらした成果の検討       
（1）収益性の再検討           
（2）投資の安定性に関する考察          
（3）マネジメント契約の運営成績          
第 2 節 運営者の競争力      
（1）かつての花形「開発部隊」     
（2）運営者の開発―マルチ・ブランディング―    
（3）セカンド・ティア・オペレーターの台頭と運営の標準化   
（4）運営者の送客力       
 























































































































第 6 章 
本章は結論である。本論文において目指したのは、マネジメント契約の体系的理解とフ
レームワークの提示であった。さらには、マネジメント契約の普及によってホテル経営が
どのように変化したのかについての検討であった。これらの議論の内容をまとめ、結論と
した。 
 
 
Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
 
（１） 論文の特徴 
20 世紀後半以降のホテル産業における大きな変化は、所有機能と運営機能の分離として
理解される。ホテル企業はホテルの土地･建物、さらには従業員を自社所有せず、ホテル運
営に特化した「オペレーター」となることで、自社ブランドホテルを急速にグローバル展
開することが可能になった。そしてそこでは、他産業にも見られるフランチャイズに加え、
マネジメント契約という新たな形態が生み出された。 
本論文の特徴は、ホテル産業におけるこのマネジメント契約の概念と形態を整理し、所
有機能と運営機能が分化する過程にマネジメント契約を位置づけ、企業統治の観点からそ
の影響を分析した点にある。さらにこれらの分析を通して、マネジメント契約の普及がホ
テル産業自体にどのような変化をもたらしたのかを考察している点が特徴である。 
 
（２）論文の評価 
本申請論文はホテル産業の研究においてこれまで直接研究対象とされることが少なかっ
た所有機能と運営機能の分化の側面に着目し、ことにマネジメント契約という運営形態を
理解するための理論的枠組みを示した点が、観光研究への重要な理論的貢献として評価さ
れた。また、マネジメント契約の歴史的発展過程を詳細に検討しただけでなく、企業統治
の観点から、ホテルというビジネスとしてどのように変化させたのかを分析した点は、本
申請論文独自の視点として評価された。ことにホテルのグローバル多店舗展開と、企業と
しての経営効率の向上とは単純に結びついておらず、しかし一方で投資対象としてはじゅ
うぶんに魅力的になっているという分析は、本申請論文の研究上の貢献として評価された。 
 審査委員会では、現実の事象の多様性に対し研究対象の選択基準をより明確化すべき
との指摘や、無形資産としてのブランドへの更なる分析も可能との指摘がなされた。しか
し、それらは本申請論文の独自性と得られた成果を損なうものではないと審査委員会は判
断した。以上から、審査委員会は、本申請論文は観光研究において高い独自性を有してお
 8 
り、今後の発展性が期待でき観光研究に大きく貢献するものとして、博士の学位に相当す
るとの見解で一致した。 
 
 
 
